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1989年�����。専⾨は地理�・GIS。

東�⼤�⼤��在籍中にデータベースや可��ツールの開発を⾏う�業を�立し、��代デ
ータベース「APLLO」開発で国内クラウドファンディング���を�成。WebGISシステ
ム「Re:Earth（リアース）」は、国⼟��省が�めるデジタルツインプラットフォームであ
るPLATEAU（プラトー）の可��基�にも採⽤。
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「すべての情�を保�することと、保�したい�の中にする」を価��に、
2017年に東�⼤���英�研��のメンバーによって�業した研�開発型スタ
ートアップである。
��代データベース「apllodb」の研�開発しつつ、その成果を活かた⼤�模か
つ��な都�データを�うことができるWebGISプラットフォーム
「Re:Earth」を開発している。
2021年からサービス提供をはじめた「Re:Earth」は、国⼟��省の「Project
PLATEAU」に採⽤され、�130都�のデータを�理・�⽤し、⾃�体での��
や��・�間�業での利⽤促�を⽬指している。

About
Eukarya



従来のWebGISが�える問題に�し、��のWeb技�
を⽤いて、⼤�模�する都�データの�負荷処理が軽
快に�⾏でき、汎⽤的かつ柔�なシステムの開発が可
�になってきている。

Webですべての業�が��す
るGISプラットフォーム



��Web技�である「WebAssembly」を採⽤し、�界で�め
てWebGISにプラグインシステムを��した。それにより、ユ
ーザー⾃�による����が可�になり、�品�かつ��な
Webアプリを、�コストで開発し、�早く�開することが可�
になった。

Re:Earth Visualizer
ノーコード可��ツール
ノーコードでデータビューアを作成・��

プラグイン��により、柔�なカスタマイズ性�

クリックひとつで、Webアプリケーションとして�開



Re:Earth Marketplace
プラグイン共有ツール
エンジニアが開発したプラグインをアップロード

ノンエンジニアがプラグインによって⾃由に��を��

同じ��を開発しなくて良いので、コストカットに貢�

Re:Earth Marketplaceは、�界ではじめてWebGISに��し
たプラグインシステムを、エコシステムとしてプラグイン共有
を可�にした。�来的には、�金システムも��し、ユーザー
のプラグイン開発のインセンティブを�める。



Eukaryaのデータベース研�開発の知⾒を活かし、⼤�模かつ
���する都�データを�率よく�理・配�する「ヘッドレス
CMS」を開発した。他のWebGISの���品に�べて、データ
�理やデータ配�の柔�性が�く、��アプリケーションとの
�度な��も可�にした。
現在、�ての3D都�モデルは、Re:Earth CMSによって�理・
配�されている。

Re:Earth CMS
ノーコードデータ�理・配�ツール
ノーコードでデータ��・�理・API配�

Gitのようなバージョン�理

APIインテグレーションによって、業�の⾃動�



Re:Earth Visualizer/CMSと��し、データ��や��をノー
ドベースもしくはブロックで操作ができるWebGISツールを開
発する。�にWebGISにデータ��や��はあったが、簡易な
処理しかできなかった。Eukaryaの持つWeb技�によって、こ
れまでWebで�現不可�だったGIS処理を、Re:Earth Flowで
�現する。

Re:Earth Flow
ノーコードデータ��・��ツール
ノーコードでデータ��・��

Re:Earth Visualizer/CMSと��

WebGISにバックエンドプラグインシステムを構築予�

（開発中）



Re:Earth AI
ノーコードデータ⽣成・構��ツール
⽣成AIを⽤いて、�構�データから構�データを⽣成

Word・Excel・PDFなどの�料をCSVやJSONに��

アドレスマッチングや�間��・テーブル��などの処理

（開発中）

⽣成AIを⽤いて、Word・Excel・PDFなどの「�構�」な�料
を��や可��を可�にする�械��可�な「構�的」なデー
タを⽣成するシステム。
Re:Earth AIは、データ�作業を⼤幅に�率�し、EBPMや
BPRなど��の�思決�プロセスをより��かつ�果的にサポ
ートすることができます。



��代マップエンジン（開発中）

ヘッドレスな��代マップエンジン
��なGISデータ処理�⼒

�品�なレンダリングによるマップ�⽰

マルチプラットフォーム��

国⼟��省中⼩�業イノベーション����事業（ＳＢＩＲフ
ェーズ３）に採択され、5ヶ年��で開発を開�している。現在
のマップエンジンの技�的な制�を、�く�しい「ヘッドレス
なマップエンジン」という��によって、GISデータ処理エンジ
ンとレンダリングエンジンが独立しており、それぞれの領域で
のパフォーマンスを�⼤�に�き�せる理想のWebGISエンジ
ンを開発する。



‹#›

地域�災�援プラグイン(�災)

時�列����シミュレーション(�災)リアルタイムヒートアイランド��(��)PLATEAU VIEW

スクロール型ストーリーテリング(まちづくり) 罹災��発⾏�援システム(�災)

Re:Earthのユースケース



都�データの現状と�題



データの�模
東�都のような⼤都�では、⽇々�⼤な量のデー
タが⽣成されている。地理情�、�⼝、��、エ
ネルギー、��など、異なる�野で��なデータ
が��されており、これらを�果的に�理するこ
とが�められている。
  例: 東�都3D地�のデータや、センサーデータ
（気�、��流量など）

データの��性
�種��なデータフォーマットや、リアルタイム
での更�が必�なデータなど、�り�いが��で
あるため、これらを⼀貫して�理するのが��。

都�データの�⼤なデータ量と��性

1つのファイルで500GB�上

3�元�される地�データ

�められるリアルタイム性

BIM/CIM/GISで異なるデータ形式



古い技���
都�データ�理のシステムやインフラは、��に��されたベンダー�品に��している場�が�
く、これが技�更�を�げる��となっている。��のベンダーに��したデータフォーマットやシ
ステムが�在すると、�しい技�を��する�に��性や�⾏コストが⼤きな��となる。

��
�しい技�やオープンソースソリューションの��が�しくなり、�果としてシステムの⽼��
やメンテナンスコストが�⼤する。
コストの�⼤
古い技�を�持するために、ベンダーに��うライセンス料やサポートコストが��し、�果と
して⾃�体や都���の予算を圧�する��となる。同時に�間�業も�持・�理、研�開発�
のコスト�⼤の問題を�えている。

ベンダーロックインの問題



技�的な�
都�データの⼀�は�度に専⾨的であり、��のGISツールや��なフォーマットを使う必�がある
ため、専⾨知識がないと操作できない。�果として、都�データの�理や�⽤が�られた技�者や専
⾨�に��してしまう。

��
これにより、データを�果的に活⽤したい場�でも、技�的スキルがないとアクセスできないた
め、プロジェクトが⽣まれない、⽣まれても�⾏が�れることがある。また、専⾨�不⾜が�⽤
上のボトルネックになることも。
コストの�⼤
古いGISソフトウェアや��のベンダー�品に��していると、�もが簡単に操作できないため、
データ活⽤が��するリスクが�まる。

データが⼀�の専⾨�にしか�えない



レガシーシステム脱�・システムモダン�
�局のところ、、、

���業省 ��情�政策局 情��業�「レガシーシステムモダン��員�について」
https://www.ipa.go.jp/disc/committee/begoj90000002xuk-att/legacy-system-modernization-comittee-20240912-overview.pdf



 ��Web技�の動向



データの�模
東�都のような⼤都�では、⽇々�⼤な量のデー
タが⽣成されている。地理情�、�⼝、��、エ
ネルギー、��など、異なる�野で��なデータ
が��されており、これらを�果的に�理するこ
とが�められている。
  例: 東�都3D地�のデータや、センサーデータ
（気�、��流量など）

データの��性
�種��なデータフォーマットや、リアルタイム
での更�が必�なデータなど、�り�いが��で
あるため、これらを⼀貫して�理するのが��。

都�データの�⼤なデータ量と��性

1つのファイルで500GB�上

3�元�される地�データ

�められるリアルタイム性

BIM/CIM/GISで異なるデータ形式



都�データの�題を克服するための��技�

都�データの�模や��さが�す中
で、従来の技�では��が�しい場⾯
が�えてきた。これを�決するため
に、��のWeb技�を活⽤した�率
的なデータ�理と配�が�となる。



バグ発⽣の�⼩� ��なUIの�� Webページの軽量�

2015年��のWeb技�の��（フロントエンド）

エラーの発⾒が�しく、⼤�模
なプロジェクトでは�にバグの
発⽣リスクが�かった。

JavaScriptに「型」を��し、⼤
�模開発でも��性を向上。
モジュール�と��性が��。
ライブラリやモジュールの�理が
⼀元�され、簡単に使えるよう
に。

�に��なUIを�う場�、パフ
ォーマンスの�下が問題となる
ことが�かった

再利⽤可�なコンポーネントを使
って、�率的にUIを開発できるよ
うになった。
DOMの�率的な更�が可�にな
り、パフォーマンスが向上。

ユーザーが操作するたびにサー
バーにリクエストが�られ、ペ
ージ�体がリロードされて、UX
が⼤幅に損なわれていた。

ページ��を�わないアプリケー
ションで、ユーザー体�が向上。
サーバーサイドレンダリングによ
りSEOや�回�⽰のパフォーマン
スを��。

��する技�
TypeScriptの��, webpackやBabelの��, npmによるエコシステムの形成, ES2015(ES6)の策�, Reactとコンポーネント指向, �想
DOMの��, SPA(Single Page Application), Next.jsによるSSRの��



インフラの��性 サーバー�理からの開� サーバー処理の軽量�

サーバーごとに�想マシンを�
動し、リソースを��していた
が、これは重く、リソースの�
駄が�い問題があった。

コンテナ技�の�場により、従来
に�べて、軽量かつ��な�想�
が可�に
インフラの⼀貫性と�頼性が向上
し、�更や更�による問題が減�

従来のインフラ�理は、�くを
⼿動で⾏う必�があった。これ
には、リソースの�理やサーバ
ー��への��が�っていた。

サーバーレスアーキテクチャによ
り、インフラ�理を�識しないで
アプリケーションを動かせる��
が��した。
開発者はインフラの�理から��
されるようになる。

従来のBE��は、ランタイムが
⼤きく、�くのリソースを消�
し、パフォーマンスや可�性の
⾯で�題があった。

Go��はコンテナ時代に�した
��として、シンプルで�率的な
バックエンド開発が可�に。
シングルバイナリのコンパイルが
可�で、軽量かつ��な�⾏��
を提供する。

��する技�
Dockerとコンテナ技�の��、サーバーレスアーキテクチャ（CaaS, PaaS, FaaSなど）、Go��によるコンテナ時代のバックエンド
開発、イクロサービスとKubernetesの��、クラウド�理のコード�（Infrastructure as Code: IaC）とDevOpsの��

2015年��のWeb技�の��（バックエンド）



データベースの�� ���可技�の�� ��プロトコルの��

2015年��のWeb技�の��（その他）

データを⼀貫して�理するため
にRDBに��しており、性�⾯
でのスケーラビリティの問題が
あった。

NoSQLは、�構��データや⼤
�模なデータセットを�率的に�
えるようになった。
NewSQLは、NoSQLのスケーラ
ビリティとRDBの⼀貫性を�立さ
せた�しいデータベース。

各サービス間での��や�可の
処理は⼀元�されておらず、⼿
動での��が必�だった。

JWT: �ざん�⽌の署�付きトー
クンで、スケーラブルな��に�
す。
OAuth: サービス間での�可を提
供し、トークンベースで��なア
クセス��の��が可�に。

�率的な��やストリーミング
には�界があり、�に��リソ
ースの�み�み時に��が発⽣
しやすかった。

HTTP/2: ページの�み�み�度が
��的に向上し、�率的なデータ
��が可�になる。
リアルタイム性の向上を⽬指し、
よりインタラクティブなWebアプ
リケーションが開発へ

��する技�
NoSQL, NewSQLの�場、JWTとOAuthの��、OpenID Connectの��、HTTP/2, HTTP/3の策�、WebSocketやWebRTCの�
��



APIの�率� API開発の柔�性

2015年��のWeb技�の��（その他）

従来のAPIは、クライアント側
のニーズに�わない⼤量のデー
タを��することが�く、��
率なデータ��が問題だった。

クライアントが必�なデータだけ
を�得できるため、API呼び�し
の�率が向上し、モバイルアプリ
やシングルページアプリケーショ
ン（SPA）で�に有�となった。

APIの��や�更が煩�で、開
発者の⼿作業によるエラーが発
⽣しやすい状況だった。

OpenAPI仕�により、開発の�期
��からAPI仕�を��させるこ
とで、APIの���更が�易にな
り、フロントエンド・バックエン
ドの��がスムーズに。

��する技�
GraphQLの�場、スキーマ�動開発とOpenAPIの��



基�的にインターネット��が前提
オフラインだけで作業を��させるのは�しい。�にクラウドアプリケーションの場�、常時��の��
が発⽣するため、ユーザー側がどのような��がどれだけ発⽣するかを予測・コントロールするのは�
�。

開発��がJavaScriptに��される
CやC++などの��を⾃由に�んで開発するのは�しく、クラウドサーバーモデルではJavaScriptが主に使
⽤される。JavaScriptは事前コンパイルが�しく、�句��や構���に�うオーバーヘッドが発⽣する
ため、ネイティブコードと��してパフォーマンス⾯で不利。

ハードウェアの性�を�き�しにくい
OSやハードウェアに��アクセスできないため、��性とマルチプラットフォーム��が�保される⼀�
で、パフォーマンスを�⼤�に�き�すことが�しい。OSやハードウェアの�いを��するために、API
は�⼤���的なものになりがち。

それでもまだあるWebの�点



WebGISの発�可�性
期間
ブラウザ上でのネイティブレベル
のパフォーマンス

1.

クライアントサイドでの⼤�模デ
ータ処理

2.

3D GISとリアルタイムレンダリン
グの向上

3.

クロスプラットフォーム��4.
プラグイン開発とサードパーティ
��性

5.

オフラインでの�度な処理6.

JavaScriptの制�

従来のWebブラウザ上で動作するアプ
リケーションは、HTML, CSS,
JavaScriptに��していた。
そのため、フロントエンド開発は、
JavaScriptに��され、JavaScriptの制
�で、��性や��動作に�題があっ
た。

OSやCPUに��せず、オーバ
ーヘッドが�なく、ネイティブ
に�い��な�⾏が可�。

��に動作

サンドボックス��で動作し、
�三者のコードでも��に�⾏
できる。

��な�⾏

C/C++やRustなどの他の��を
Webブラウザで動かすことが可
�になる。

�々な開発��が利⽤可�

WebAssemblyの�場

2020年��のWeb技�の��（WebAssembly）



従来のWeb技�によるWebGISの�題

�題01 �度な��ができない
デスクトップGISのような重い��は、
JavaScriptによる��ではパフォーマンスが
不⼗�だった。
�度な��や⼤�模データセットを�う場
�、サーバーサイドでの処理しか��がな
く、レスポンスの��が�かった。

GIS業�で�められるパフォーマンスをWebでは�現できない
�題02 ⼤�模データが処理できない

Webブラウザで�えるデータサイズは�ら
れており、⼤�模データ処理においてパフ
ォーマンスの�界、メモリ�理の��率、
シングルスレッド制�などの�題がある。

�題03 地��⽰が重い
ブラウザ内での3D GISは、JavaScriptのパ
フォーマンスに��していた。
�常に⼤�模なデータセットや��な3Dモ
デルの�⽰が�しく、動作が�くなること
が⼀�的だった。

�題04 アプリ��性ない
WebGISを異なるプラットフォーム(デスク
トップ、モバイル、AR/VRなど)に�開する
には、それぞれのに�わせたアプリ開発が
必�になる。
異なるOSやデバイスに��するためのメン
テナンスコストが�い。

�題05 サードパーティ��性がない
ブラウザ上で動作するWebGISの��性は
制�があり、サードパーティが提供する�
度な��を�み�むには�しい。
QGISにあるプラグインシステムを�現でき
ず、すべての��が�駄に�め�まれた
WebGISアプリケーションになっていた。

�題06 オフラインで処理ができない
WebGISを異なるプラットフォーム（デス
クトップ、モバイル、AR/VRなど）に�開
するには、それぞれのに�わせたアプリ開
発が必�になる。
異なるOSやデバイスに��するためのメン
テナンスコストが�い。



�題01 �度な��ができない
デスクトップGISのような重い��は、
JavaScriptによる��ではパフォーマンスが
不⼗�だった。
�度な��や⼤�模データセットを�う場
�、サーバーサイドでの処理しか��がな
く、レスポンスの��が�かった。

�題02 ⼤�模データが処理できない
Webブラウザで�えるデータサイズは�ら
れており、⼤�模な地理データの処理はサ
ーバー側で�⾏されていた。
しかし、サーバー側での処理はデータの�
�や処理待ち時間がかかり、ユーザー体�
が��する。

�題03 地��⽰が重い
ブラウザ内での3D GISは、JavaScriptのパ
フォーマンスに��していた。
�常に⼤�模なデータセットや��な3Dモ
デルの�⽰が�しく、動作が�くなること
が⼀�的だった。

�題04 アプリ��性ない
WebGISを異なるプラットフォーム(デスク
トップ、モバイル、AR/VRなど)に�開する
には、それぞれのに�わせたアプリ開発が
必�になる。
異なるOSやデバイスに��するためのメン
テナンスコストが�い。

�題05 サードパーティ��性がない
ブラウザ上で動作するWebGISの��性は
制�があり、サードパーティが提供する�
度な��を�み�むには�しい。
QGISにあるプラグインシステムを�現でき
ず、すべての��が�駄に�め�まれた
WebGISアプリケーションになっていた。

�題06 オフラインで処理ができない
WebGISを異なるプラットフォーム（デス
クトップ、モバイル、AR/VRなど）に�開
するには、それぞれのに�わせたアプリ開
発が必�になる。
異なるOSやデバイスに��するためのメン
テナンスコストが�い。

WebAssemblyの�場により�決可�性がでてきた

ブラウザ上でのネイティブレ
ベルのパフォーマンス

WebAssemblyによって�現する�しいWebGIS

マルチスレッド��など
⼤�模データ処理

レンダリング品�の向上

クロスプラットフォーム�� プラグインの開発と
サードパーティ��性

オフラインでの�度な処理



��Web技�の
デジタルツインへの�⽤



Re:Earth Visualizer
GIS�Figma‧Netlify

React、TypeScript、Go、GraphQL、Cloud Runな
どの技�を採⽤し、Figmaレベルの��なUIを�現
WASM、QuickJS、quickjs-emscripten {,-sync}を活
⽤した、��なプラグインシステムをWebGISに構築
Google Cloud Certificate Managerを使⽤し、カスタ
ムドメイン向けにTLS��書の発⾏��も提供
�来的な構想
リアルタイム共同����やホットリロード��
Figma Widget APIにインスパイアされた�しいUI
APIなどのより開発が�易になるプラグインAPIや

��する技�
React、TypeScript、Go、GraphQL、MongoDB、Cloud Run、Docker、
OpenID Connect、WASM、QuickJS、quickjs-emscripten {,-sync}、CRDT
(Conflict-free Replicted Data)



Re:Earth Core
��のマップエンジンをラップして、
シンプルな��的APIを提供するJSライブラリ

従来のGISのレイヤー�念をWebに�⽤することに�理
があり、WebGISは⼤量のデータの可��が貧�
属性に�じた�かいスタイルやインフォボックスの�更ができない
データ件�が�いとパフォーマンスが⼤きく�下
�々なデータフォーマットを�いながら、動的にレイヤーのスタイリ
ングをする��が貧�
��するどのデータフォーマットを�み�んでも、同じ
スタイルを�⽤可�
スタイルに式を��し、属性に�じた�の�り�けな
ど、動的なスタイリングも可�。 
現在はCesiumJSのみをサポート。�来的にはレイヤー
やスタイルなどを�持したまま、Mapbox GL JS等の他
のマップエンジンを�から切り替えることも可�に

��する技�
React、TypeScript、Go、GraphQL、MongoDB、Cloud Run、Docker、
OpenID Connect、WASM、QuickJS、quickjs-emscripten {,-sync}、CRDT
(Conflict-free Replicted Data)



Re:Earth CMS
GIS�Headless CMS

スキーマレスなMongoDBを使⽤し、ユーザーが⾃由に
スキーマを作成・��できる。
Cloud Buildや各種���を⾏い、�100GB�模のzip
ファイルをクラウド上で�凍する��を�現。
MongoDB上にAplloDBやGitにインスパイアされたバ
ージョン�理システムを��し、すべてのアイテムの�
更履歴を�理可�に
GeoJSONの地物データをそのままアイテムとしてイン
ポート・エクスポートできる��も��中。
�来的には、XMLスキーマやCityGMLレベルのスキーマ
を�現できる��の��も��している。

��する技�
React、TypeScript、Go、GraphQL、MongoDB、Cloud Run、Docker、
OpenID Connect



Re:Earth Flow （開発中）

データ品��査・データ��・�度な��

サーバーレスな�⾏基��Rustを⽤いて��な処理を�
現し、Cloud Batchを⽤いてサーバーレスでの�⾏を⾏
う。
リアルタイム共同�����Figmaの仕�みを��に、
CRDT、y.js、WebSocket、Cloud Runを⽤いて��
を��中。
Python等の��な�⾏�ワーカー内でWASMランタイ
ムを�動し、その中でPythonインタプリタを動作させる
ことで、��にコードを�⾏できる。また、WASMにコ
ンパイルされた��処理�が�在すれば、どの��でも
�⾏可�。

��する技�
React、TypeScript、Rust、GraphQL、MongoDB、Cloud Run、Cloud
Batch、Docker、OpenID Connect、WASM、CRDT (Conflict-free Replicted
Data)、y.js、WebSocket



��代マップエンジン（開発中）

ヘッドレスな��代マップエンジン

��処理が可�なRust・WebAssembly・WebGPUを採
⽤し、マルチスレッドにも��することで、CPUやGPUな
どのハードウェアを�⼤�活⽤しながら、データ処理やレン
ダリングのパフォーマンスを���する。
��なGISデータ処理�⼒�GISデータ処理を���し、
3D都�モデルなどの⼤量のデータを�率的に処理する。
�品�な地��⽰�レンダリングの品�を向上させ�品
�な地��⽰を可�にする。
マルチプラットフォーム���異なるプラットフォーム
に��するため、プラットフォーム��の��を抽��
し、共�のインターフェースを提供する。

��する技�
React、TypeScript、Three.JS、Rust、WASM、WebGPU, wgpuライブラリ
ECS(Entity Component System)



��Web技�の
積�的な活⽤に重�な�点



古い技���
都�データ�理のシステムやインフラは、��に��されたベンダー�品に��している場�が�
く、これが技�更�を�げる��となっている。��のベンダーに��したデータフォーマットやシ
ステムが�在すると、�しい技�を��する�に��性や�⾏コストが⼤きな��となる。

��
�しい技�やオープンソースソリューションの��が�しくなり、�果としてシステムの⽼��
やメンテナンスコストが�⼤する。
コストの�⼤
古い技�を�持するために、ベンダーに��うライセンス料やサポートコストが��し、�果と
して⾃�体や都���の予算を圧�する��となる。同時に�間�業も�持・�理、研�開発�
のコスト�⼤の問題を�えている。

ベンダーロックインの問題



�界中のユーザーからの開発貢�1.
グローバルな��・����a.
バグ�正やセキュリティの��b.
コミュニティによるサポートの��c.
���・���の��d.

優�なエンジニアの�得2.
エンジニアの�味を�きつけるa.
エンジニアの�価材料としてのOSSb.
�業ブランドの向上c.
貢�者が�来の�員��にd.

Re:EarthはOSSで�てのソースコードを�開

�先�テクノロジーの研�開発には、莫⼤な研�開発��が必
�というのが前提である。
しかし、オープンソース戦略によって、技�に�する���と
情�が�いエンジニアや、⾃発的に�しいアイデアを提�する
クリエイター型�材、コミュニティや協�作業を⼤切にする�
材、�ぐことよりも�の中の�に立ちたい��貢�型�材な
ど、��な�材を�得できる。



Re:EarthはOSSで�てのソースコードを�開

ベンダーロックイン

技�⾰�が�こりにくい構�で、古い技�
��が�積し、�⽤・保�コストが��す
る。
��のプロプライエタリなに��したデー
タフォーマットやシステムだと、�しい技
�への��性や�⾏コストが⼤きな��に
なる。
例え、研�開発・��開発をやりたくて
も、クローズドな��なので、⾃前でコス
トを捻�しなければならない。

オープンソース

ベンダーロックインからの��

��技�の知識・技�の�得

⾏政も�間も、コストの削減を

�現

IT�材不⾜の⽇�において、優

�なエンジニア�得



デジタルな�共財という�点
Digital Public Goods (DPGs) は、デジタル技�を⽤いた�共財を
指し、�でも⾃由にアクセス・使⽤・��できるソフトウェア、
データ、AIモデル、基�、コンテンツ等で提供されるもの。
SDGsの�成や���体の��向上を⽬指し、政�や��、個�
がオープンで協⼒的に利⽤できるよう��されている。

DPGsの�徴
オープンソースまたはオープンアクセス
オープンソースライセンスで�開され、�もがアクセスし、⾃由に利⽤・��できる。

プライバシー保�とセキュリティ
プライバシーやセキュリティが尊重され、��な使⽤が�保されている。これにより、
��の�々や�業に��しない�平な利⽤が可�。

持�可�な開発⽬標（SDGs）への貢�
国�が掲げるSDGsに貢�することを⽬的としている。例えば、��、保�、��、ガ
バナンスなどの�野で使⽤されるケースが�くある。

国�的な協⼒とイノベーション
国�を�えて協⼒するための基�を提供し、技�的な��を�める��を果たす。デジ
タル�共財を活⽤することで、地域に��なく平等な��を提供することを⽬指す。

Digital Public Goods



OSSではなく、Digital Public Goodsという�点

リモートワークは⽣きる
希望を与えてくれる。
「ユーカリヤと協⼒することで、経済的にも教育

的にも助けられました。国内情勢はいつか改善さ

れると信じています。」

中⽇新聞「ダマスカスの雪、あるいは『難⺠』と『デジタル』を巡る私の旅」
https://www.chunichi.co.jp/article/662622/



⽇�の⾏政プロジェクトの�くが国��していない

OSS Insightを⽤いたGithubスターの�布
左上�東�都デジタルツイン�現プロジェクト
右上�国⼟��省Project PLATEAU
下中央�Re:Earth



技�的な�
都�データの⼀�は�度に専⾨的であり、��のGISツールや��なフォーマットを使う必�がある
ため、専⾨知識がないと操作できない。�果として、都�データの�理や�⽤が�られた技�者や専
⾨�に��してしまう。

��
これにより、データを�果的に活⽤したい場�でも、技�的スキルがないとアクセスできないた
め、プロジェクトが⽣まれない、⽣まれても�⾏が�れることがある。また、専⾨�不⾜が�⽤
上のボトルネックになることも。
コストの�⼤
古いGISソフトウェアや��のベンダー�品に��していると、�もが簡単に操作できないため、
データ活⽤が��するリスクが�まる。

データが⼀�の専⾨�にしか�えない



これまでのスマートシティを�り�って
「⾒�てられた・⾒�された・⾒向きもされない�の�在を�れていないか」

技�の�による��
GISやセンサーデータ、IoTといった技�を使いこなすのは技
�者や専⾨�に�られ、⼀���がそれらにアクセスする⼿
�は�しく、�くの�が�り�されてしまっている。

����の��
スマートシティの�策は、⾏政や技��業によって決�され
ることが⼀�的です。その�果、技�的な知識がない��が
��には��できないという問題が⽣じている。

デジタルデバイドの�⼤
デジタルリテラシーが�い��は、スマートシティの�恵を
受けにくく、データや技�から��される状況がある。

�でも使える技�を��する
プログラミングスキルのない��でも��的に操作でき、都
�データを活⽤したアプリケーションやサービスを開発する
が可�な簡単に使える技�を��する。

��が仕事をつくっていける技�を��する
ノーコードやローコードツールのように、��が都�データ
を使って仕事やビジネスを��できるような��がある技�
を��する。

�スペックなPCやネット��で動く技�を��する
デジタルリテラシーが�い��は、スマートシティの�恵を
受けにくく、データや技�から��される状況がある。



ノーコード
データサイエンティストやエンジニ
ア等の専⾨�でない�でも、データ
�⼯・�理・配�、��・可��、
アプリケーション�開までノーコー
ドで�えるようにする。

Webで��
専⽤の�価なソフトウェアは不�
で、インターネット��とWebブラ
ウザさえあれば操作を可�する。リ
アルタイムデータやセンサーデータ
も�えるように

��の��性を担保
例えば、プラグイン��によって、
����性を担保する。����の
ための技�的、時間的コストを削減
し、����の重�開発は不�

��のシステム開発の��点
先�技�で�でも都�データを�度に�えるようにする



すべての��が都�データを�受する未来

※ Amazon Web Services, Inc.（AWS）「APACのデジタルの可�性を拓く���するデジタルスキルへのニーズと政策へのアプローチ」�査レポートより

⽇�で�3000万�の
デジタルワーカーが不⾜

https://www3.nhk.or.jp/lnews/yamaguchi/20240204/4060019307.html

デジタル�材不⾜の⼀�で、⽇�の労働構�による��
シングルペアレント�帯の貧�（�どもの貧�等）
地�から都�への�労者の�中（地�の�材不⾜等）

DPGsと��Web技�の�み�わせによって、
��が街のデータを作成・�理・配�・活⽤する

デジタルタレントへ�

https://www3.nhk.or.jp/lnews/yamaguchi/20240204/4060019307.html


Web�+�GISのスキルには需要がある

Wed�GIS�Skill�

��で⼤�模�される都�データを�えるWebGISのニーズが�している
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Engineering
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Engineering
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UI/UX
Design

Disaster
Prevention
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⼤�模な都�データを�える技�が、
Webの��により拓けている

まずは、テクノロジードリブンな3Dデジタルマップの社会実装に向けて、
最新技術を積極的に使っていく環境を整備

GISでは、Web�されていない領域や業�も、積�的にWeb�‧クラウド�1.

Web技�やゲーム技�で⽣まれたアイデアをGISの�界に�き�えて、⼿つかずの領域を発⾒ 2.

ノーコードのアプリケーションから、ライブラリ、データ処理エンジンのミドウェアまで、あ

らゆるレイヤーで積�的にR&Dを

3.

まとめ



Re:Earth
Engineering
Blog
Eukaryaの��技�をWebで発�中
https://reearth.engineering/



Thank You


